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支
部・組
合
員
店
の
投
稿
を
募
集
中

　

採
用
さ
れ
た
場
合
は
、店
名・顔
写
真
等
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
お
客
様
に
も
配
布
し
て
い
る
た
め
、貴
店
の
Ｐ
Ｒ
に

な
り
ま
す
。

　

コ
ラ
ム・
支
部
情
報
・
貴
店
の
取
組
な
ど
な
ど
、な
ん
で
も
結
構

で
す
。

　

次
回
１
３
６
号
の
投
稿
締
め
切
り
は
、４
月
末
ま
で
に
組
合
事
務

局
に
お
願
い
し
ま
す
。

令和５年１月１日
組合員総数

121店
お寿司屋さんを探すならココ

http://www.shizuoka-sushi.jp/

令
和
５
年
の
新
春
を

迎
え
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安
、

ド
ル
高
、
原
油
高
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　

春
先
か
ら
各
地
域
で
営
業

時
間
の
短
縮
が
解
除
さ
れ
、

従
来
の
時
間
に
戻
し
て
も
、

長
時
間
の
飲
酒
、
飲
食
を
避

け
る
傾
向
が
続
き
、
大
人
数

で
の
宴
会
が
無
く
な
り
、
特

に
夜
の
遅
い
時
間
帯
の
お
客

様
の
来
店
が
減
り
ま
し
た
。

　

９
月
以
降
は
大
幅
な
円
安

と
な
り
、
食
材
の
み
な
ら
ず

包
装
資
材
に
至
る
ま
で
、
仕

入
れ
価
格
が
上
昇
す
る
中
、

殆
ど
の
店
舗
が
客
離
れ
を
心

配
し
、
値
上
げ
に
踏
み
切
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

11
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
、
再

び
強
い
勢
い
で
増
加
し
、
年

末
の
書
き
入
れ
時
に
暗
い
影

を
落
と
し
ま
し
た
。

　

明
る
い
話
題
と
言
え
ば
、

10
月
か
ら
外
国
人
の
観
光
が

再
開
し
、
各
地
が
次
第
に
賑

わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な

り
、
潤
う
店
舗
が
出
て
き
た

事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
ご

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
静
岡
県
内
は
台
風

15
号
に
よ
り
大
き
な
被
害
を

受
け
組
合
員
の
お
店
で
も
休

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々

が
お
り
ま
す
。
ま
た
ご
家

族
、
友
人
、
お
客
様
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
影
響
を
受
け
ご

苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

ま
し
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

我
々
の
業
界
で
は
3
年
ぶ

り
に
埼
玉
県
に
て
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
久
し
ぶ
り
に
全

国
の
仲
間
と
旧
交
を
交
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

7
年
ぶ
り
に
東
京
で
全
国
寿

司
技
術
披
露
会
が
行
わ
れ
、

わ
が
県
の
出
場
選
手
の
皆
さ

ん
が
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お

さ
め
る
な
ど
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
止
ま
っ
て

い
た
も
の
が
動
き
始
め
る
年

で
し
た
。

　

今
年
は
さ
ら
に
人
の
動
き

も
加
速
し
我
々
の
商
売
に
も

良
い
兆
し
が
見
え
る
と
期
待

ざ
い
ま
し
た
が
、
全
国
す
し

連
合
会
で
は
10
月
18
日
に
平

成
27
年
11
月
に
愛
知
県
で
開

催
し
た
、
第
10
回
全
国
す
し

技
術
コ
ン
ク
ー
ル
以
来
、
７

年
ぶ
り
の
す
し
技
術
の
祭
典

で
あ
る
全
国
す
し
技
術
披
露

会
を
開
催
し
、
全
国
各
地
か

ら
総
勢
70
名
の
選
手
の
方
が

出
場
し
、
大
勢
の
お
客
様
の

前
で
洗
練
さ
れ
た
す
し
技

術
、
及
び
素
晴
ら
し
い
作
品

を
披
露
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
の
10
月
19
日

に
は
、
令
和
元
年
に
山
口
県

で
開
催
し
て
以
来
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
3
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
る
、
第
65
回
全
国
す
し
連

埼
玉
大
会
を
埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
に
お
い
て「
菜
の
彩（
さ

い
の
い
ろ
ど
り
）」
を
テ
ー

マ
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

全
国
す
し
技
術
披
露
会
、

第
65
回
全
国
す
し
連
埼
玉
大

会
と
も
に
、
沢
山
の
方
々
が

関
心
を
持
っ
て
下
さ
っ
て
、

大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
３
年
が

経
ち
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の

商
売
の
や
り
方
を
見
直
し
、

例
え
ば
、
以
前
は
午
後
の
時

間
帯
に
休
憩
時
間
を
設
け
、

22
時
ま
で
営
業
し
て
い
た
店

し
て
い
ま
す

　

こ
の
２
～
３
年
の
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
我
々

の
業
界
で
も
仕
事
の
業
態
の

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
、
商
売
を
続
け
て
い
く
う

え
で
の
多
く
の
苦
労
を
様
々

な
知
恵
と
工
夫
で
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。

　

未
だ
に
円
安
不
況
や
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
先
行
き
不

透
明
な
部
分
は
あ
り
ま
す
が

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
新
た
な

力
に
変
え
て
乗
り
越
え
て
い

け
る
寿
司
業
界
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
あ
る
新
し
い
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
み
ん
な
が
笑

顔
で
、「
脱
兎
の
ご
と
く
」

と
い
か
な
い
ま
で
も
兎
の
よ

う
に
軽
や
か
に
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
こ
れ
ま
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
新
し

い
ス
タ
イ
ル
を
業
界
と
し
て

も
各
店
舗
と
し
て
も
創
り
上

げ
て
い
く
実
り
あ
る
1
年
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

舗
が
、
午
後
の
休
憩
時
間
を

無
く
し
、
通
し
営
業
で
20
時

閉
店
と
い
っ
た
形
に
す
る
、

出
前
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品

の
充
実
を
図
り
、
そ
の
商
品

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
信

し
ネ
ッ
ト
注
文
に
も
対
応
す

る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
も

行
う
と
い
っ
た
形
に
大
き
く

変
え
て
行
か
な
い
と
、
今
後

の
商
売
の
継
続
が
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

経
営
者
は
、
店
舗
の
規
模

に
関
係
な
く
、
ハ
サ
ッ
プ
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
従

業
員
の
雇
用
環
境
の
整
備
、

コ
ロ
ナ
対
策
、
そ
の
他
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
と
い
っ
た
商

品
販
売
以
外
の
様
々
な
新
し

い
知
識
が
必
要
な
時
代
に
な

り
ま
し
た
。

　

特
に
最
近
で
は
、
本
年
10

月
か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

開
始
に
伴
い
、
各
所
で
勉
強

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に

登
録
を
す
る
と
、
細
か
な
記

載
の
請
求
書
や
領
収
書
の
発

行
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

会
計
専
門
に
従
業
員
を
雇
え

る
店
舗
は
殆
ど
な
く
、
対
応

が
難
し
い
事
を
関
係
官
庁
に

理
解
し
て
頂
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

様
々
な
問
題
に
直
面
し
、

従
来
通
り
の
商
売
を
す
る
事

が
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

良
質
な
食
材
を
使
い
、
洗
練

さ
れ
た
技
術
で
美
味
し
い
商

品
を
提
供
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情

報
発
信
を
行
い
、
お
客
様
が

来
店
さ
れ
る
よ
う
、
日
々
頑

張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

私
は
、
組
合
行
事
に
参
加

し
、
他
の
組
合
員
の
方
々
と

仕
入
や
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
販

売
促
進
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
、
ご
商
売
に
役
立

つ
何
か
を
見
つ
け
て
下
さ
る

事
が
、
最
大
の
組
合
加
入
メ

リ
ッ
ト
で
は
な
い
か
と
常
日

頃
か
ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

末
尾
に
、
皆
様
の
ご
活
躍

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

新
春
の
ご
挨
拶

　

令
和
４
年
11
月
２
日
㈬
入

船
鮨
南
店
に
て
、
豊
嶋
会
長

ご
夫
妻
・
県
役
員
・
県
役
員

Ｏ
Ｂ
ほ
か
31
名
が
出
席
さ
れ

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

齋
田
理
事
長
の
開
会
の
挨

拶
・
豊
嶋
会
長
の
挨
拶
・
竹

内
常
任
相
談
役
の
乾
杯
・
長

倉
常
任
相
談
役
の
祝
辞
が
あ

り
、
以
降
は
歓

談
に
入
り
大
変

盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

尾
﨑
技
術
委

員
長
か
ら
は
、

10
月
18
日
㈬
全

国
技
術
披
露
会

で
入
賞
さ
れ
た

選
手
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
す
し
連

か
ら
の
退
任
役

員
「
感
謝
状
」

「
記
念
品
」
が

豊
嶋
会
長
と
加

藤
常
任
相
談
役

に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

花
束
贈
呈
で

は
、
齋
田
理
事

長
・
一
木
役
員
Ｏ
Ｂ
・
田
嶋

事
務
局
長
か
ら
会
長
夫
妻
に

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
員
で
記
念
写
真
を
撮

り
、
川
澄
副
理
事
長
の
挨
拶

で
盛
大
な
祝
う
会
が
閉
会
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
参
加
を
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

齋田理事長から奥様へ

長倉常相の祝辞全国技術披露会入賞者紹介

参加者 31 名

豊
嶋
武
会
長

      「
理
事
長
勇
退
を
祝
う
会
」開
催
報
告

全国すし商生活衛生同業組合連合会　会長
東京都鮨商生活衛生同業組合　理事長

浅野 哲哉

理事長
齋田 成広

御  
礼

　

昨
年
の
台
風
15
号
の
被
災
に
あ
た
り
全
連
を
通
し
て
全
国
の
組
合
員

の
皆
さ
ん
か
ら
、
ま
た
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
か
ら
は
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
有

志
６
県
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
義
援
金
を
頂
き
静
岡
県
組
合

員
一
同
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
直
接
に
は
温
か
い
激
励
の
御

言
葉
も
多
数
頂
き
、
皆
さ
ん
の
多
く
の
励
ま
し
が
力
と
な
り
被
災
し
た

組
合
員
も
再
興
し
無
事
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
同
業
者
の
厚
情
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
皆
様
の
益
々
の
繁
盛
を
祈
念
致
し
ま
す
。

理
事
長
　
齋
田 

成
広

洞江水産
ド ウ コ ウ
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令
和
４
年
11
月
７
日（
月
）

静
岡
商
工
会
議
所
に
て
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、

演
　
題

「
生
衛
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

活
性
化
の
手
段
」

講
　
師

㈲
ア
イ
・
リ
ン
ク
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
代
表
　
中
小
企
業

診
断
士
「
加
藤
忠
宏
氏
」

　

講
演
会
は
、

　
「
大
会
宣
言
の
採
択
」「
大

会
決
議
の
採
択
」
と
各
表
彰

状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

各
表
彰
者

◦
静
岡
県
知
事
表
彰

　

常
務
理
事

　

町
田 
寛
氏

　
（
伊
東
支
部　

さ
が
み
寿
司
）

　

理
事
・
す
し
券
委
員
長

　

梅
本 

賀
津
也
氏

　
（
清
水
支
部　

袖
師
す
し
鐵
）

◦ 

静
岡
県
生
活
衛
生
同
業
組

合
連
合
会
会
長
表
彰

　

理
事
長　

齋
田 

成
広
氏

　
（
焼
津
支
部　

松
乃
寿
司
）

　

県
監
事　

高
橋 

久
雄
氏

　
（
清
水
支
部　

ま
ぐ
ろ
寿
司
）

　

事
務
局
長　

田
嶋 

清
江
氏

理
事
長
・
互
助
会
会
長

松
乃
寿
司

齋
田
成
広

（
焼
津
支
部
）

常
任
相
談
役

㈱
藤
す
し

加
藤
貞
美

（
三
島
支
部
）

常
務
理
事
・
支
部
長
・
新
聞
委
員
長

千
鳥
寿
司

夏
目
雅
俊

（
浜
松
支
部
）

理
事
・
支
部
長 の

ん
き
寿
司

木
谷
成
克

（
伊
東
支
部
）

支
部
長
・
常
任
相
談
役

寿
司
松

伊
藤
恒
男

（
新
居
支
部
）

常
務
理
事
・
事
業
企
画
委
員
長

千
代
田
吉
野
鮨

大
塩
一
義

（
静
岡
支
部
）

副
理
事
長
・
筆
頭
理
事
会
計

驛
前
松
乃
鮨

植
田
聞
滋

（
静
岡
支
部
）

理
　
事

八
千
代
寿
し
鐵

大
鹽
敦
之

（
静
岡
支
部
）

理
　
事

入
船
鮨
本
店

稲
葉
敏
雄

（
静
岡
支
部
）

筆
頭
副
理
事
長入

船
鮨
本
店 

川
澄
真
一
郎

（
静
岡
支
部
）

理
事
・
す
し
券
委
員
長

袖
師
寿
し
鐵

梅
本
賀
津
也

（
清
水
支
部
）

理
　
事

魚
竹
寿
司

千
葉
由
美

（
清
水
支
部
）

支
部
長

㐂
作
寿
司 

村
田
芳
彦

（
三
島
支
部
）

常
務
理
事
・
支
部
長

井
筒
屋 

朝
日
　
璋

（
庵
原
支
部
）

副
理
事
長
・
理
事
会
計
・
支
部
長

魚
　
久

鈴
木
久
雄

（
藤
枝
支
部
）

理
事
・
支
部
長寿

司
実
本
店

實
石
　
勇

（
焼
津
支
部
）

県すし組合の県旗

副
理
事
長
・
技
術
委
員
長

す
し
処 

尾
崎

尾
崎
吉
宜

（
静
岡
支
部
）

理
事
・
支
部
長㈲

双
葉
寿
司

髙
島
栄
司

（
沼
津
支
部
）

常
務
理
事

さ
が
み
寿
司

町
田
　
寛

（
伊
東
支
部
）

副
理
事
長
・
支
部
長
・
広
報
委
員
長

㈲
沖
之
寿
司

甲
賀
進
一

（
磐
田
支
部
）

専
務
理
事
・
支
部
長
・
す
し
祭
委
員
長

末
廣
鮨
本
店

望
月
達
矢

（
静
岡
支
部
）

常
務
理
事

吉
野
鮨
高
松
店 

西
澤
保
雄

（
静
岡
支
部
）

常
務
理
事
・
情
報
化
対
策
委
員
長

寿
し
幸
実
宇
栄

小
田
幸
寿

（
静
岡
支
部
）

支
部
長

吉
野
寿
司
高
部
店

出
川
圭
介

（
清
水
支
部
）

監
　
事

ま
ぐ
ろ
寿
司

髙
橋
久
雄

（
清
水
支
部
）

監
　
事

俺
ら
の
家
ま
で

赤
堀
太
亮

（
静
岡
支
部
）

常
務
理
事
・
理
事
会
計

寿
司
割
烹
　
船
正

村
岡
正
美

（
静
岡
支
部
）

理
　
事

寿
司
職
人
び
る
川

尾
留
川
健
太

（
静
岡
支
部
）

県
事
務
局
　
事
務
局
長

田
嶋
清
江

謹賀新年

静岡県生活衛生
同業組合大会開催報告

第60回

執
行
部

理
事
と

各
役
員

常
任
相
談
役

魚
竹
寿
司

竹
内
勝
利

（
清
水
支
部
）

常
任
相
談
役

あ
め
や
鮨

長
倉
慶
雄

（
三
島
支
部
）

会
　
長

㈲
寿
し
幸

豊
嶋
　
武

（
静
岡
支
部
）

電気料金見直しでコスト削減！電気料金見直しでコスト削減！電気料金見直しでコスト削減！
お
得お得

0120-983-037
組合員ミツウロコでんき専用窓口

お 問 い 合 せ 先

受付時間
月～土 9：00～17：00
（日・祝・年末年始を除く） 

生活衛生同業組合の皆様へ生活衛生同業組合の皆様へ

有効期限2022年12月31日のすし券は、2023年
２月24日㈮までに必ず換金をしてください。以降
は、一切換金できませんのでご注意ください。事務
局に来社するときは、必ず事前にご一報ください。
不在や現金がご用意できない場合がございます。

磐田支部「味匠 弐
あじしょういちのつぎ

」
鈴木 啓介

袋井市愛野東２丁目９-３　電話 0538-44-3533

磐田支部「凜
り ん

喜
き

桜
お う へ ん

変」
笠井 政明

磐田市国府台９-３　電話 0538-21-1888

静岡支部「寿
す し

司国
く に

 小
お の だ

野田」
小野田 龍吾

静岡市駿河区用宗１-28-９　電話 054-260-5550

組合新規加入３店紹介
よろしくお願いいたします。

おかげさまで創業 92 年
SANO かびブロック工法

（防かび・防藻・抗菌・除菌・防腐）

佐野塗装㈱
静岡市駿河区中田１丁目１番20号

電話　054-285-7191
Ｅメール　info@sanotoso.com

有効期限202
2年12月31日

注意
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全
国
す
し
商
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
（
会
長　

浅

野
哲
哉
）
で
は
、
令
和
４
年

10
月
18
日
㈫ 

東
京
新
宿
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
お
い
て
、

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手

に
よ
る
「
全
国
す
し
技
術
披

露
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
10
時
15
分
に
開

会
式
が
始
ま
り
、
各
県
役

員
、
一
般
観
覧
者
多
数
見
守

る
中
、70
名
の
選
手
が
入
場
、

中
田
秀
人
東
京
都
す
し
組
合

常
務
理
事
の
司
会
で
、
副
実

行
委
員
長
の
小
形
昭
彦
全
国

す
し
連
副
会
長
が
開
会
を
宣

言
、
続
い
て
実
行
委
員
長
の

井
上
正
典
全
国
す
し
連
副
会

長
が
挨
拶
後
、
大
会
会
長
で

あ
る
浅
野
哲
哉
全
国
す
し
連

会
長
が
選
手
に
対
し
、「
皆

様
の
前
で
日
頃
の
練
磨
し
た

素
晴
ら
し
い
す
し
技
術
を
充

分
に
披
露
し
て
欲
し
い
」
と

挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、審
査
委
員
紹
介
、

審
査
委
員
長
の
大
山
康
正
全

国
す
し
連
技
術
委
員
長
の
挨

拶
と
続
き
開
会
式
を
終
了
し

た
。

関
西
江
戸
盛
　
甲
賀 

進
一

（
磐
田
支
部  

沖
之
寿
司
）

　

全
国
す
し
技
術
コ
ン
ク
ー

ル
前
大
会
で
は
握
り
部
門
金

賞
で
し
た
が
、
今
回
の
全
国

す
し
技
術
披
露
会
の
新
競
技

「
関
西
江
戸
盛
り
込
み
競
技
」

へ
挑
戦
し
て
銀
賞
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。
組
合
の
技
術
講

習
会
で
勉
強
で
き
た
か
ら
頂

け
た
賞
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
挑
戦
し
た
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
一
緒
に
技
術

の
向
上
に
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

握
り
ず
し
　
赤
堀 

太
亮

（
静
岡
支
部  

俺
ら
の
家
ま
で
）

　

今
回
20
年
ぶ
り
に
出
場
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
結
果
は

不
本
意
で
し
た
が
、
全
国
の

舞
台
で
久
し
ぶ
り
に
味
わ
っ

た
緊
張
感
を
忘
れ
ず
、
日
々

の
仕
事
に
役
立
て
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
組
合

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

握
り
ず
し
　
小
田 

義
明

（
静
岡
支
部  

八
千
代
寿
し
鐵
）

　

と
て
も
良
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
日
々
の
仕
事
に
活
か
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

巻
き
ず
し
　
中
崎 

翔
太

（
静
岡
支
部  

寿
司
職
人
び
る
川
）

　

十
月
十
八
日
に
東
京
都
、

新
宿
に
あ
る
京
王
プ
ラ
ザ
に

て
全
国
技
術
披
露
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た

め
に
全
国
か
ら
技
術
を
磨
い

て
き
た
選
手
た
ち
が
集
ま

り
、
そ
の
数
な
ん
と
延
べ

七
十
名
。
静
岡
か
ら
も
巻
き

寿
司
部
門
に
三
名
、
握
り
寿

司
部
門
に
二
名
、
関
西
江
戸

盛
部
門
に
一
名
の
計
六
名
で

参
戦
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
実
際
会
場
に
入
る

と
、
思
っ
た
以
上
に
広
く

立
派
な
会
場
に
驚
き
ま
し

た
。そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
す
。

六
十
名
も
の
選
手
が
集
ま

り
、
一
度
に
最
大
で
二
十
名

も
の
選
手
が
同
時
に
競
技
を

す
る
の
で
す
。
生
半
可
な
会

場
で
は
入
り
き
り
ま
せ
ん
。

お
ま
け
に
見
学
者
も
多
く
普

段
の
仕
事
と
は
ま
た
違
っ
た

タ
イ
プ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

襲
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
小

さ
な
心
臓
の
心
拍
数
が
急
に

高
く
な
り
露
骨
に
緊
張
し
始

め
た
の
で
す
。
会
場
に
つ
い

て
か
ら
緊
張
し
だ
す
と
い
う

の
で
す
か
ら
私
の
肝
っ
玉
に

も
困
っ
た
も
の
で
す
。
控
室

で
は
他
の
選
手
と
話
す
人
や

準
備
を
整
え
る
人
、
落
ち
着

き
の
な
い
人
も
い
る
中
、
私

は
借
り
て
き
た
猫
の
よ
う
に

じ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
私
の
緊
張
を
ほ
ぐ

そ
う
と
声
を
か
け
て
く
れ
た

千
鳥
寿
司
の
夏
目
さ
ん
。
あ

の
手
こ
の
手
で
緊
張
を
解
い

て
く
だ
さ
り
本
当
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

少
し
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
待

機
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、い
よ
い
よ
入
場
で
す
。

皆
で
整
列
し
、
会
場
に
入
る

と
そ
こ
に
は
さ
っ
き
ま
で
は

い
な
か
っ
た
多
く
の
見
学
者

が
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も

多
く
の
人
が
来
て
く
れ
て
い

る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
思

い
出
せ
ば
七
年
前
、
名
古
屋

の
全
国
大
会
で
も
見
学
者
は

多
か
っ
た
で
す
が
、
今
回
は

そ
れ
の
三
、四
倍
は
い
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

開
会
式
の
時
、
私
は
巻
き

寿
司
部
門
の
出
場
だ
っ
た
の

で
そ
の
ま
ま
自
分
の
番
号
の

と
こ
ろ
に
立
ち
ま
し
た
。
開

会
式
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

競
技
本
番
で
す
。
そ
ん
な
私

の
席
は
な
ん
と
前
列
、
周
り

は
見
学
者
し
か
い
ま
せ
ん
。

手
も
震
え
っ
ぱ
な
し
で
す
。

ふ
と
前
を
向
き
ま
し
た
。
す

る
と
真
っ
正
面
に
静
岡
県
の

組
合
の
皆
さ
ん
陣
取
っ
て
く

れ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
見
た

瞬
間
、
急
に
全
身
の
血
の
気

が
ス
ゥ
っ
と
引
き
頭
が
ク
リ

ア
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

雑
音
が
入
ら
ず
、
手
の
震
え

も
止
ま
り
、
い
い
感
じ
に
集

中
で
き
た
の
で
す
。そ
の
時
、

「
あ
、
こ
れ
い
け
る
な
」
と
、

思
わ
ず
感
じ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
本
当
に
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。
作
業
中
、

手
が
止
ま
る
こ
と
な
く
競
技

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
四

海
巻
き
の
形
、
巻
物
の
大
き

さ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
断
面
の
高

さ
な
ど
を
し
っ
か
り
と
決
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

作
品
の
見
直
し
も
で
き
、
自

分
の
中
で
も
納
得
の
で
き
る

作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

競
技
が
終
わ
り
、
開
放
感

で
い
っ
ぱ
い
の
中
迎
え
た
表

彰
式
。
私
は
銀
賞
に
は
入
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
し

た
。
今
ま
で
の
練
習
で
は
い

い
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き

ず
、
中
部
大
会
で
も
最
下
位

の
出
来
で
し
た
が
、
そ
れ
で

も
見
捨
て
ず
、
指
導
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
組
合
の
皆
さ
ん

に
報
い
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
せ

め
て
こ
こ
で
結
果
を
残
し
た

い
と
う
思
い
で
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
銀

賞
で
名
前
を
呼
ば
れ
ず
、
落

胆
し
ま
し
た
。
で
す
が
そ
の

後
の
金
賞
で
名
前
を
呼
ば

れ
、
正
直
す
ご
く
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
嬉
し
い
よ
り
も

驚
き
の
方
が
強
く
、
会
場
か

ら
も
お
ぉ
ぉ
と
い
う
声
が
聞

こ
え
、「
あ
ぁ
、
み
ん
な
も

び
っ
く
り
し
た
ん
だ
」
と
思

い
、
こ
れ
が
現
実
だ
と
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
大
会
で
静
岡
勢
は
巻
き

寿
司
部
門
で
金
賞
一
名
、
銀

賞
一
名
。
握
り
寿
司
部
門
で

銀
賞
一
名
。
関
西
江
戸
盛
部

門
で
銀
賞
一
名
と
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

会
を
終
え
て
い
ま
思
う
こ
と

は
、
こ
の
結
果
は
私
一
人
の

力
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
で

す
。
前
述
し
ま
し
た
が
、
私

は
こ
こ
ま
で
く
る
の
に
多
く

の
人
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
な
か
な
か
上
手

く
な
ら
な
く
て
も
私
を
支
え

て
く
れ
た
み
な
さ
ん
の
力
が

な
け
れ
ば
私
は
賞
す
ら
い
た

だ
く
事
が
出
来
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
言
う
な
れ
ば
こ
の

金
賞
は
み
な
さ
ん
の
力
で
勝

ち
取
っ
た
も
の
で
す
。
な
の

で
金
賞
を
取
っ
た
か
ら
そ
れ

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
こ

の
賞
に
恥
じ
る
こ

と
な
く
日
々
の
仕

事
に
も
打
ち
込
ん

で
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
会

当
日
の
競
技
が
終

わ
り
、
作
品
を
並

べ
た
後
、
私
の
横

の
方
が
話
し
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
方
は
東
京
の
金
太
楼
寿

司
の
方
で
し
た
。「
ど
こ
の

県
の
寿
司
屋
さ
ん
で
す
か
」

と
聞
か
れ
、「
静
岡
で
す
」

と
答
え
る
と
「
い
や
ぁ
、
や

っ
ぱ
り
静
岡
県
の
方
は
す
ご

い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は

静
岡
県
の
職
人
と
い
う
の
は

東
京
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る

ん
だ
と
思
い
、
こ
れ
こ
そ
が

先
輩
方
の
残
し
て
く
だ
さ
っ

た
結
果
な
ん
だ
な
と
誇
り
に

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

そ
の
誇
り
を
継
承
し
て
い
け

る
よ
う
技
術
を
身
に
つ
け
、

立
派
な
寿
司
職
人
に
な
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

巻
き
ず
し
　
青
木 

春
花

（
静
岡
支
部　

寿
し
幸
実
宇
栄
）

　

全
国
の
様
々
な
選
手
の
作
品

を
見
ら
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
楽

し
く
、
自
分
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
た
い
作
品
が
沢
山
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
披
露

会
を
経
て
沢
山
の
横
の
繋
が
り

も
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、

学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ

と
を
日
々
の
仕
事
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

巻
き
ず
し
　
笹
本 

航
輝

（
静
岡
支
部　

寿
し
幸
実
宇
栄
）

　

入
社
式
２
年
目
に
し
て
と
て

も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

入
賞
は
は
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
先
輩
方
の
作
品
や
仕
事
ぶ

り
を
み
て
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
次
回
は
も
っ
と
良
い

作
品
、
良
い
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
日
々
の
仕
事
を
頑
張
り
た

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
県
の
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
特
に
愛
知
県
の
方
々
に

は
、
準
備
、
設
営
を
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

静
岡
県
組
合
員
の

み
な
さ
ま
へ

  

技
術
委
員
会
で
は
、
組
合

員
の
伝
統
技
術
継
承
と
す
し

職
人
と
し
て
、
恥
じ
な
い
技

能
の
向
上
と
技
能
者
の
養
成

に
関
す
る
指
導
を
行
い
、
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
と
全
国
技
術
コ

ン
ク
ー
ル
の
参
加
と
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
技
術
講

習
会
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
県
青
年
部
の
活
動

の
一
環
と
も
な
っ
て
お
り
、

組
合
員
同
士
の
交
流
・
情
報

交
換
の
場
と
も
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

青
年
部
加
入
と
技
術
講

習
会
の
問
合
せ
先
は
、

県
技
術
委
員
長　

尾
﨑
吉

宜
氏
（
す
し
処
尾
﨑
）

青
年
部
長　

小
田
幸
寿
氏

（
寿
し
幸
実
宇
栄
）
又
は
事

務
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

い
で
す
。

　

東
京
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
、
６
年
ぶ
り
に
全
国

す
し
技
術
披
露
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。全
国
各
地
よ
り
、

巻
き
ず
し
披
露
20
名
・
握
り

ず
し
披
露
32
名
・
関
西
江
戸

盛
披
露
15
名
の
選
手
が
エ
ン

ト
リ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

の
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
会

場
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
と
審

査
委
員
と
し
て
参
加
し
た
私

も
緊
張
感
の
あ
る
時
間
で
し

た
。

　

今
回
は
久
し
ぶ
り
の
開
催

と
い
う
こ
と
で
、
多
少
バ
タ

バ
タ
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。

　

特
に
関
西
江
戸
盛
披
露
は

初
め
て
の
競
技
で
審
査
も
な

か
な
か
難
し
い
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
、
福
井
県
か
ら
１
名
・
静

岡
県
か
ら
6
名
・
愛
知
県
か

ら
3
名
・
岐
阜
県
か
ら
1
名

　

計
11
名
が
各
種
目
に
挑
み

ま
し
た
。（
結
果
は
別
表
参

照
く
だ
さ
い
）

　

入
賞
さ
れ
た
方
も
多
く
、

大
舞
台
で
の
活
躍
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
き
ま
し

て
「
技
術
講
習
会
」「
技
術

コ
ン
ク
ー
ル
」
等
を
開
催
し

静岡 すし処尾崎
尾﨑 吉宜

（技術委員長）

審 査 結 果

賞 都道府県名 勤務先店名 氏名
農林水産大臣賞（最優秀賞） 東　京 金太楼鮨 鈴木　勝彦

金賞４名 東　京 金太楼鮨 井上　昌人
静　岡 寿司職人びる川 中崎　翔太
長　崎 握りのはやし 杉本　　涼
東　京 金太楼鮨 石破　祐太

銀賞５名 愛　知 きく寿司 服部　史和
東　京 金太楼鮨 寺澤　　剛
東　京 金太楼鮨 中島　孝幸
静　岡 寿し幸実宇栄 青木　春花
東　京 金太楼鮨 中島　滋優

他、敢闘賞 10 名

① 巻きずし披露

賞 都道府県名 勤務先店名 氏名
内閣総理大臣賞（最優秀賞） 滋　賀 京極寿司 中川　　淳

金賞 3 名 滋　賀 京極寿司 山崎　剣司
大　阪 粟寿司 粟飯原昌弘
大　阪 割烹　司 岩本　　雅

銀賞４名 大　阪 ㈱ふくい 福井　良一
静　岡 沖之寿司 甲賀　進一
京　都 本家重兵衛 嶌谷　淳一
大　阪 すし　きわ心 野尻　和行

他、敢闘賞８名

③ 関西江戸盛披露

賞 都道府県名 勤務先店名 氏名
内閣総理大臣賞（最優秀賞） 東　京 金太楼鮨 増井　嘉人

金賞８名 東　京 金太楼鮨 千葉　　勇
東　京 金太楼鮨 新里　典広
岩　手 すし心明 下屋敷明美
東　京 金太楼鮨 岩村　祐二
熊　本 水前寺時雨 佐藤　伸也
東　京 金太楼鮨 似内　研二
栃　木 奴寿司 増渕　　真
東　京 金太楼鮨 尾崎　正明

銀賞８名 神奈川 よろい寿司 斎藤　　剛
東　京 金太楼鮨 山田　淳一
静　岡 すし処俺らの家まで 赤堀　太亮
東　京 金太楼鮨 知念　　一
新　潟 鮨割烹丸伊 佐藤　拓海
東　京 金太楼鮨 斎藤　禎一
東　京 金太楼鮨 石田　　寛
岐　阜 金寿司 林　　　満

他、敢闘賞 17 名

② 握りずし披露

全
国
す
し
技
術
披
露
会 

報
告

全
国
技
術
披
露
会

静
岡
県
参
加
者
の
感
想

総
　
評
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第
65
回
全
国
す
し
連
埼
玉

大
会
は
「
菜
の
彩
」
を
テ
ー

マ
に
、
令
和
4
年
10
月
19
日

㈬
に
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大

宮
区
に
あ
る
清
水
園
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
の
参
加
者
は
約
３
０
０

名
（
静
岡
県
13
名
参
加
）
で

し
た
。

　

会
場
内
で
は
経
営
近
代
化

展
・
物
産
展
を
開
催
し
、
大

　

そ
も
そ
も
、「
旅
行
者
を

笑
顔
に
す
る
新
メ
ニ
ュ
ー
の

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
す
る

事
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

事
の
発
端
は
、
全
国
す
し

技
術
披
露
会
に
向
け
て
講
習

会
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
名
古
屋
で
の
講
習
会

の
折
で
す
が
関
西
江
戸
盛
り

の
出
場
選
手
が
少
な
く
て
競

技
に
な
ら
な
い
と
の
事
で
し

た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
私
も
参

加
し
て
競
技
を
盛
り
上
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

甲
賀
さ
ん
か
ら
も
、
関
西
江

戸
盛
り
に
挑
戦
し
て
み
な
い

か
と
の
お
誘
い
が
有
り
ま
し

た
の
で
、
そ
れ
で
は
と
言
う

こ
と
で
、
関
西
江
戸
盛
り
を

沖
の
寿
司
さ
ん
於
い
て
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
講
習
会
を
行
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
点

で
は
全
国
大
会
に
向
け
て
出

場
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
微
妙

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
，

名
古
屋
で
の
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

講
習
会
に
不
参
加
の
立
場

で
、
い
き
な
り
全
国
大
会
は

ど
う
か
思
い
ま
す
。
き
ち
ん

と
、
筋
道
を
通
さ
な
い
と
良

く
な
い
の
で
全
国
大
会
へ
の

出
場
は
断
念
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
私
の
心
に
は

大
き
な
穴
が
す
っ
ぽ
り
と
開

い
た
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
八
月
六
日
に
斎

田
理
事
長
よ
り
青
年
部
の
ラ

イ
ン
に
「
旅
行
者
を
笑
顔
に

す
る
新
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
募
集
ち
ら
し
の
案
内

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

て
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
挑

戦
し
て
み
よ
う
と
決
意
し
ま

し
た
。
と
言
う
の
は
、
こ
れ

ま
で
全
国
大
会
に
向
け
て
頑

張
っ
て
来
て
い
る
出
場
選
手

ら
の
姿
を
思
う
と
私
も
じ
っ

と
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
静

岡
で
全
国
大
会
を
応
援
し
つ

つ
私
も
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
さ
っ
そ
く
一
次

審
査
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

個
人
旅
行
部
門
と
団
体
旅
行

部
門
が
あ
っ
て
店
の
規
模
を

考
慮
し
て
個
人
旅
行
部
門
を

選
び
ま
し
た
。
テ
ー
マ
が
あ

っ
て

　

①
メ
ニ
ュ
ー
名
に
食
材
名

を
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
②
静
岡

県
産
の
食
材
を
一
品
目
以
上

使
用
す
る
と
言
う
事
で
す
。

さ
て
、
そ
こ
で
メ
ニ
ュ
ー
名

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
色
々
と
考
え
た
結
果
、

「
静
岡
グ
ル
メ
ス
ペ
シ
ャ
ル

10
（
テ
ン
）
桜
え
び
や
し
ら

す
盛
り
込
み
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
静
岡
県
産
の
食
材
に

付
い
て
は
、
日
頃
か
ら
仕
入

れ
し
て
い
て
桜
え
び
や
し
ら

す
以
外
に
も
ま
ぐ
ろ
、
あ

じ
、
か
つ
お
、
金
目
鯛
、
太

刀
魚
な
ど
食
材
は
豊
富
で

す
。
正
に
駿
河
湾
の
恵
み
で

す
。
た
だ
、
私
が
考
え
さ
せ

ら
れ
た
事
は
、
ど
う
す
れ
ば

旅
行
者
に
喜
ん
で
頂
け
る
の

だ
ろ
う
か
と
言
う
事
で
す
。

私
が
、
お
客
様
だ
っ
た
ら
ど

う
思
う
の
か
。
お
客
様
の
立

場
に
な
っ
て
考
え
ま
し
た
。

も
し
、
静
岡
に
旅
行
さ
れ
て

分
か
り
易
い
説
明
が
有
れ
ば

う
れ
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
食
材
の
一
つ
一
つ
に
木

札
を
付
け
て
産
地
と
食
材
名

を
書
き
食
材
の
横
に
添
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
書
類
に
必

要
事
項
を
書
き
商
品
の
画
像

を
添
付
し
て
一
次
審
査
に
応

募
し
ま
し
た
。
一
次
審
査
の

結
果
に
は
時
間
が
か
か
っ
て

い
て
連
絡
が
無
い
の
で
諦
め

気
分
で
い
ま
し
た
が
九
月
末

日
に
な
っ
て
一
次
審
査
が
通

過
し
ま
し
た
と
の
吉
報
の
連

絡
が
あ
っ
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
応
募
商
品
全
七
七
商
品

中
個
人
旅
行
部
門
五
商
品
、

団
体
部
門
五
商
品
が
通
過
し

ま
し
た
。
一
次
審
査
を
通
過

さ
れ
た
方
の
お
名
前
を
拝
見

し
た
ら
食
の
都
づ
く
り
仕
事

人
の
方
が
多
く
含
ま
れ
て
い

て
こ
れ
は
手
強
い
ぞ
と
感
じ

ま
し
た
。
や
ま
し
ち
さ
ん
も

そ
の
一
人
で
仕
事
人
の
先
輩

で
す
。
そ
し
て
、
十
月
十
九

日
に
二
次
審
査（
試
食
審
査
）

が
、
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡
行

わ
れ
ま
し
た
。
調
度
、
前
日

は
全
国
す
し
技
術
披
露
会
が

東
京
で
行
わ
れ
て
静
岡
の
選

手
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
刺
激
さ
れ

て
私
も
頑
張
ら
ね
ば
と
気
合

が
入
っ
て
い
ま
し
た
が
家
を

出
る
時
に
妻
か
ら
「
平
常
心

で
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に

仕
上
げ
て
会
場
へ
と
届
け
ま

し
た
。
会
場
の
熱
い
雰
囲
気

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
落
ち

着
い
て
展
示
致
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
が
発
表
さ

れ
、
入
船
鮨
葵
タ
ワ
ー
店
が

見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ

栄
え
あ
る
表
彰
を
頂
き
ま
し

た
。
何
が
良
か
っ
た
の
か
を

振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
「
静

岡
ら
し
さ
と
一
つ
一
つ
に
名

前
が
あ
る
の
が
良
か
っ
た
」

と
の
事
で
す
。
地
元
の
人
達

に
は
当
た
り
前
の
事
で
す
が

旅
行
者
の
方
の
中
に
は
静
岡

が
初
め
て
と
い
う
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
親
切
な
食

材
の
説
明
が
有
れ
ば
助
か
り

ま
す
ね
。
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲

得
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
大
変

名
誉
な
事
で
す
が
そ
れ
だ
け

で
は
す
み
ま
せ
ん
。
静
岡
へ

旅
行
で
い
ら
し
て
く
れ
る
お

客
様
に
静
岡
の
良
さ
を
思
う

存
分
に
堪
能
さ
れ
喜
ん
で
頂

き
笑
顔
で
満
足
さ
れ
る
よ
う

に
尽
力
し
て
行
く
所
存
で

す
。
今
回
の
グ
ラ
ン
プ
リ
が

受
賞
出
来
た
の
も
皆
さ
ん
の

応
援
が
有
れ
ば
こ
そ
成
せ
た

事
で
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

会
式
典
で
は
各
種
表
彰
の
授

与
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
並
び
に
大
会

宣
言
文
が
採
択
さ
れ
、
次
年

度
開
催
県
で
あ
る
大
分
県
す

し
組
合
に
大
会
旗
が
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。

　

講
演
家
の
大
塚
徹
氏
に
よ

る
基
調
講
演
が
あ
り
、
夜
の

懇
親
会
に
は
、
多
数
の
ご
来

賓
の
方
々
が
ご
臨
席
を
し
て

下
さ
り
、
尺
八
演
奏
で
始
ま

り
コ
ー
ス
料
理
の
間
に
、
埼

玉
県
鮨
組
合
一
押
し
の
野
菜

す
し
も
振
舞
わ
れ
、
第
66
回

全
国
す
し
連
大
分
大
会
の
Ｐ

Ｒ
が
あ
り
、
大
成
功
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
10
月
17
日
㈫
第

66
回
全
国
す
し
連
大
分
大
会

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

表
彰
・
感
謝
状
受
賞
者

全
国
す
し
商
生
活
衛
生
同
業

組
合
連
合
会
会
長
表
彰

理
事
長　

齋
田 

成
広
氏

（
焼
津　

松
乃
寿
司
）

副
理
事
長　

植
田 

聞
滋
氏

（
静
岡　

驛
前
松
乃
鮨
）

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中

央
会
理
事
長
感
謝
状

理
事　

梅
本 

賀
津
也
氏

（
清
水　

袖
師
す
し
鐵
）

水
産
庁
長
官
感
謝
状

副
理
事
長　

鈴
木 

久
雄
氏

（
藤
枝　

魚
久
）

全
国
す
し
連
埼
玉
大
会

参
加
報
告

第65回

旅×

食
！
旅
行
者
を
笑
顔
に
す
る

「
食
の
新
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」結
果
報
告

今後の予定について（１月～３月）
今後のコロナ感染拡大の状況によっては、変更・延期・中止になる場合があります。

◦   1 月   4 日㈬ 事務局仕事始め。静岡鮨商新聞 135 号発行

◦   1 月 19 日㈬ 「執行部会」「役員と税理士打合せ会」

◦   1 月 24 日㈪〜 25 日㈫ 指導センター県外研修「熊本県」

◦   2 月   3 日㈮ 節分「丸かぶり寿司」
◦   2 月 16 日㈬ 令和４年度「第５回理事会」

◦   3 月   8 日㈬ 全国すし連中部ブロック代表者「福井県会議」

入船鮨葵タワー店
稲葉 敏雄

（理事・技術委員）

浜松 千鳥寿司
夏目 雅俊
（常務理事）

近代化物産展全連会長　浅野氏挨拶

大会旗入場乾杯

静岡県参加者 参議院議員片山さつき氏と

他県との交流

アトラクション宮路おさむ

個人旅行部門

グランプリ受賞 静岡支部 入船鮨葵タワー店 稲葉 敏雄氏
（静岡県鮨商組合 理事・技術委員）

静岡グルメスペシャル 10
桜えびやしらす盛り込み

ホップ・ステップ・桜シュリンプ（丼）

静岡県観光公式サイトより抜粋

特別賞 庵原支部 「やましち」

静
岡
県
鮨
商
組
合
か
ら
２
店
が
受
賞
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！


